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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

「２年目の学園祭をふりかえる」 

学年主任 遠藤祐也 

第４７回蒼龍祭が終わりましたね。３週間という限られた準備期間の中で、みなさんはそれぞれの仕

事をよく頑張りましたね。中日の土日も部活動の試合があった生徒もいましたし、学園祭期間が全て部

活動の大会と重なってしまった生徒もいました。どちらを優先すべきなのかは私が判断できることでは

ないですが、現状を受け入れて目の前のことに向き合うことができている生徒を誇らしく思います。 

さて、みなさんは学園祭の目的を考えたことがありますか？学園祭は法的根拠のある「高等学校学習

指導要領」の中の「学校行事」に位置付けられ、その目標が以下のように規定されています。 

全校若しくは学年又はそれらに準ずる集団で協力し，よりよい学校生活を築くための体験的な活動

を通して，集団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養いながら，第１の目標に掲げる資質・能

力を育成することを目指す。 

ここでいう「第１の目標」には例えば「規律ある行動の仕方や習慣を身につける」「学校行事を通して

集団や自己の生活上の課題を結び付け，人間としての在り方生き方について考えを深め，場面に応じた

適切な判断や，人間関係や集団のよりよい形成に資する」などが含まれます。 

学園祭の結果発表で一喜一憂する生徒の姿を見ていると、この学園祭に各自がどんなスタンスで向き

合ってきたのかがよくわかります。本気で喜び、本気で悔しがる生徒、結果が良くても悪くても大した

反応を示さない生徒もいます。もちろん感情を表にするのが得意でない生徒もいると思いますが、少な

くとも全身で喜びや悔しさを表現した生徒はいい経験をしたのではないでしょうか。その何事にも全力

で取り組む姿勢が、様々なものに影響を及ぼし、よい学習やよい練習、そしてよい仕事につながります。 

逆に、十分盛り上がれなかった生徒、何がまずかったのでしょうか。学園祭は絶対的に楽しいのもの

ではなく、「楽しむ」ものです。では「楽しむ」ためには何が必要でしょうか。それは「本気」になるこ

とです。学園祭の仕事を決めるときに、誰かに丸投げしませんでしたか？担当する係の進捗が遅れてい

ると気づいているのに、自分の用事を優先しませんでしたか？歌詞やメロディーを覚えてこなければな

らないのに、その努力を怠りませんでしたか？例えば合唱コンクール。歌い手の本気度は発声する口の

大きさや、体の揺れ幅の大きさで見えてくるものです。 

サッカーや野球、バスケなどのプロスポーツがなぜ世界的に人気なのでしょうか。本気で取り組む仕

事は多くの人を感動させ、勇気を与えるからです。試合を見ている人は本気の姿勢から元気や勇気をも

らって自分の本気へと昇華させ、そしてプレーヤーはその競技を心から楽しむことができるのです。学

園祭も同じで、本気で取り組んだ切り絵や似顔絵、あるいは合唱は見る人、聞く人に感動を与えるので

す。そして歌い手はまたみんなで歌を歌いたくなるほど楽しくなるんです。 

こんな文章を書いている私が２年生の時の学園祭はどうだったかと自問自答すると、何も思い出すこ

とができません。本気で取り組んでいなかったのでしょう。しかし、高校３年生の時の学園祭は鮮明に

覚えています。そしてそこで学んだ本気が自分の根っこになっているように思

いますし、これが先ほどの学校行事の目標に通じるのかなとも思います。 

さて、来年の学園祭を最高最大に「楽しむ」ために 

・・・そうだ！まずは今週の課題に「本気」で取り組もう。 



「あれ、ドアが開かない！？」 

３組担任  松土 友紀 

 あれ、玄関のドアが開かない。オートロックかな？何のことはない、私は押せばいいドアを一生懸

命に引こうとしていただけだった。高校１年生の冬、短期研修で生まれて初めて海外に行った時のホー

ムステイ初日の出来事である。そういえば、空港についてからの色々なドアを全部押して開けていたこ

とを思い出した。じゃあ仮に日本の玄関のドアを押して開ける形式にしたらどうだろうと思いを巡らす

と、不都合な点に気がついた。先ず玄関にある家族の靴を押し乱してしまう。アメリカでは玄関から部屋

まで靴を履いていく。となるとドアに引っかかる靴もそこにはないわけだ。ちょっとした文化や生活習

慣の違いは数えればきりがない。洗面台の高さも 10cm は高い。でもそれならばアメリカの人が日本の

家屋を見たら、全部その逆に見えるのかと改めて思った。それ以来、自分の周りの事象が成るべくしてそ

の形になった背景を何パターンも想像して楽しんだり、何かにつまずいた時には「逆から」の答え探しに

面白さを見出すようになった。不思議なことにいつも案外あっさりヒントをくれるからありがたい。 

その研修で学んだのは物理的な違いだけではない。現地で受けた日米のことわざ比較の授業もとても

面白くて、今でもよく覚えている。日本には「出る杭は打たれる」という表現がある。いかにも農耕民族

らしい考え方だ。一方アメリカには”The squeaky wheel gets the oil.”訳「              

     」※まず文脈から推測してみてね。という表現がある。「黙っているのは無関心を意味し、意見や主張がない

とみなされる。いいことないじゃん。」というメッセージ。もしかしたら、世界的には日本のように主張

しないことを習慣とする民族の方が少ないのではないだろうか（今でこそ控えめな日本人像は薄れてき

たかもしれないが）。 

違いは違い。どちらが優れているかという問題ではない。ただ、相手のことを知っていた方が間違いな

く共生しやすいだろう。これを、自分と、家族や友達との関係にも当てはめてみた。価値観の違いは個人

レベルでも必ず存在する。普段自分の身近にいる人たちと摩擦は避けたいと誰もが思うが、その人と良

い関係を築くためには実は必要な過程なんだ。そう考えると、人との価値観の違いをあえて経験するの

も悪くはない。 

７月の主な行事予定 

   ７月 １日（土） 進研記述模試 

 ３日（月） 三者懇談 午後授業カット   フードドライブ（～7/14） 生徒会役員選挙告示  

４日（火） 三者懇談 午後授業カット   

5 日（水） 三者懇談 ▲カセット 午後授業カット 

６日（木）  三者懇談 5 分短縮授業 

７日（金）  三者懇談 5 分短縮授業 ⑥カット 

8 日（土）12：30～   校舎内立入禁止 

9 日（日） ～１４：００ 敷地内立入禁止 

12 日（水）▼カセット 

13 日（木）一括徴収金集金（2 年 7：４５～ 昇降口） 

15 日（土）土曜講座         19 日（水）眼科検診（抽出） 

20 日（木）前期中間試験 

21 日（金）前期中間試験 納め式 全校集会 大掃除 学年集会 

（７/24～８/21 夏季休業） 

24 日（月）SOW（理数コース 富士山巡検） 

24 日（月）～28 日（金）登校学習会 

27 日（木）～30 日（日）理数コース宿泊学習会 


